
Ｊｓｕｒｐまちづくりカレッジ  ２０１５前期課程プログラム�

シビックテック  ✖  ライフスタイル�
〜  体感できるスマートシティの未来  〜�

　都市政策として「スマートシティ」が謳われてから20年あまりが経過しようとしています。これまでにも様々な技術
や製品が発表・実装されていますが、残念ながら私たちが日常生活の中で実感する機会はあまりなく、どこか遠い
国や未来の世界で起こっていることのようです。�
　しかしながら近年、シビックテック（市民自身がテクノロジーを活用して社会課題を解決する取り組み）の取組が
私達の身近な日常に、目に見える変革をもたらそうとしています。�
　本講座では、このようなシビックテックの世界に焦点をあて、これによって我々のライフスタイルの未来がどのよう
に変わるのかについて、講師とともに想像を豊かにしていきます。�
� 民間プランナー、行政職員、デベロッパー、設計者、デザイナー、建

築・まちづくりなど、都市の未来に実感を持ちたい方すべてが対象�

全５回　一般20,000円／会員12,000円／学生5,000円�受講料�

対  象�

Ｊｓｕｒｐまちづくりカレッジ  ２０１9プログラム� ＰｒｇＮｏ.２０１９-００６�

■プログラム（ＰｒｇＮｏ.２０１９-００６）日程�

第１回� １０月２８日（月）  １９:００〜２１:００�

センシングとまちの見える化� 講師：小田島春樹/EBILAB  /ゑびや代表取締役�

第２回� １１月１４日（木）  １９:００〜２１:００�

ミラーワールド� 講師：松島倫明/  『WIRED』日本版編集長�

第３回� １１月２８日（木）  １９:００〜２１:００�

都市で遊ぶ（ワークショップ）� 講師：齋藤精一/ライゾマティクス・アーキテクチャー�

第４回� １２月５日（木）  １９:００〜２１:００�

マッピング（ワークショップ）� 講師：松岡朝美/Google  Earth  Outreach　�
　　　　　　　　　　　　プログラムマネージャー�

第５回� １２月１２日（木）  １９:００〜２１:００�

シビックテックとコミュニティ� 講師：小泉秀樹/東京大学まちづくり研究室教授�
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まちづくり�
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プロデュース�
齋藤精一＆西田司	


◆上記会員は、賛助会員を含みます。�
◆Jsurpまちづくりカレッジは、日本都市計画家協会の会員でない方も受講できます。�



講師紹介�

小田島　春樹/EBILAB  /ゑびや代表取締役�
1985年、北海道生まれ。大学ではマーケティングと会計を専攻。	

大学卒業後、ソフトバンクに入社し組織人事や営業企画を担当。2012年、妻の実家が営む
「ゑびや」に入社し、店長、専務を経て、有限会社ゑびやと株式会社EBILABの代表取締役を務
める。地域の課題解決をテーマに三重大学地域イノベーション学研究科の博士課程を単位取
得退学したが、引続き論文を執筆中。	

	


認定ＮＰＯ日本都市計画家協会�

齋藤　精一／ライゾマティクス・アーキテクチャー�
1975年神奈川生まれ。建築デザインをコロンビア大学建築学科(MSAAD）で学び、2000年か
らNYで活動を開始。その後ArnellGroupにてクリエイティブとして活動し、2003年の越後妻有
トリエンナーレでアーティストに選出されたのをきっかけに帰国。その後フリーランスのクリエ
イティブとして活躍後、2006年にライゾマティクスを設立。現在、株式会社ライゾマティクス代
表取締役、京都精華大学デザイン学科非常勤講師。 2018年グッドデザイン賞審査委員副
委員長。2020年ドバイ万博日本館クリエイティブアドバイザー。	

�

松島　倫明／『WIRED』日本版編集長　�
テックカルチャー・メディア『WIRED』日本版編集長として「ニューエコノミー」「デジタル・ウェル
ビーイング」「ミラーワールド」「ナラティヴと実装」などを特集。東京都出身、鎌倉在住。1996年
にNHK出版に入社、翻訳書の版権取得・編集・プロモーションなどを行う。2014年よりNHK出
版放送・学芸図書編集部編集長。手がけたタイトルに、ベストセラー『FREE』『SHARE』
『MAKERS』『シンギュラリティは近い』のほか、2015年ビジネス書大賞受賞の『ZERO to ONE』
や『限界費用ゼロ社会』、『〈インターネット〉の次に来るもの』など多数。2018年6月より現職。	


千代田区神田小川町2-10 香取ビルアネックス2階	


齋藤  精一�
ライゾマティクス・�

アーキテクチャー�

プロデュース�

西田  司�
オンデザイン�

東京理科大学准教授�

松岡　朝美/	
  Google  Earth  Outreach  プログラムマネージャー�
2013 年 Google に入社。NPO や教育関係者、研究者向けにデータの可視化や分析をサポー
トする Google の各種マッピングツールを紹介する Google Earth Outreach プログラムに従事。
アジア太平洋地域で、Google Earth 関連製品の紹介および活用支援を担当する	


小泉　秀樹/東京大学まちづくり研究室教授	

1964年東京生まれ。東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻博士課程修了後、1997年
から東京大学大学院講師（都市工学）、2000年同助教授、 2013年より現職。研究成果をふま
えつつ多くの市民団体、自治体、企業とまちづくりの実践に取り組んでいる。また都市計画提
案制度の創設に社会資本整備審議会委員として関る。著書に「コミュニティ・デザイン学」（編
著、東京大学出版会）、「コミュニティ辞典（共編著、春風社）」「スマート・グロース」（共編著、
学芸出版社）、「まちづくり百科事典」（共編著、丸善）ほか。グッドデザイン賞など受賞多数。	


Ｊｓｕｒｐ�
まちづくり�
カレッジ�

2019年10月26日（土）�
定員40名�

お申し込み方法�

締切�

City  Lab  TOKYO�
中央区京橋3-1-1　東京スクエアガーデン6F�
銀座線「京橋駅」直結、東京駅から徒歩８分�

http://tokyo-sg.com�

お申し込みはWebで「Peatix」、「まちづくりカレッジ」と検
索の上、申し込みフォームに従ってお申し込み下さい。�

会場�

Space

12

アクセス
東京スクエアガーデン6階、京橋環境ステーション※内
銀座線「京橋駅」直結、東京駅徒歩8分
※環境をテーマにした各施設の集合体
（CLT、エコテクカン、中央区立環境情報センター、エリアエネルギーマネジメントセンター）

Vision－持続可能な都市をつくる
Mission－持続可能な都市づくりのイノベーション・プラットフォーム

Value－イノベーションを促す「プログラム」と「場」
Services－イノベーションを支える３つのサービス

Programs－持続可能な都市づくりのための３つのプログラム群
Programs －Learning～サステイナブルシティ・カレッジ～

Programs －Sharing～サステイナブルシティ・コミュニティ～
Programs －Matching～サステイナブルシティ・インキュベーター～

Space－アクセス
Space －フレキシブルなイノベーティブスペース

Support－ラボ会員のイノベーションを支援するサポート体制
Price List－ラボ施設利用時の基本料金

Price List －ラボ会員サービス
Price List －ラボ施設予約時期・付帯サービス

Shedule－今後のスケジュール

1


